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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

1  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

１ 
３０人程度学級 
「あげおっ子アッピープラン」事業 

８１,６０６ 
千円 Ａ 

少人数学級教員数 ２２人 ２４人 ２６人 

教育に関する 
３つの達成目標 

「学力」 
達成目標達成率 

読
む
・
書
く 

小１ ９２.９％ ９６.８％ ９７.０％ 

小２ ９４.９％ ９３.７％ ９６.２％ 

中１ ９０.１％ ９３.８％ ９３.８％ 

計 

算 

小１ ９６.８％ ９７.６％ ９６.５％ 

小２ ９１.８％ ９４.４％ ９５.４％ 

中１ ８７.３％ ８７.２％ ９０.５％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（小１・小２・中１） ２９／３６項目 ２８／３６項目 ３１／３６項目 

２ 学級支援員派遣事業 
２４,２８３ 

千円 Ａ 
配置支援員数 ２３人 ２０人 ２７人 

支援員配置率 ― ４０.０％ ４８.２％ 

３ 理科教育振興事業 
１５８ 

千円 Ａ 

上尾支部科学展出品数 １５５作品 １６１作品 １４４作品 

埼玉県学習状況調査 
理科 正答率 

小５ ― ７１.１％ ７３.２％ 

中２ ― ５８.７％ ５３.９％ 

４ 
教育に関する３つの達成目標 
推進事業 

５１０ 
千円 Ａ 

「学力」の達成率 ９１.３％ ９３.５％ ９４.５％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） 

８９項目 ９３項目 ９９項目 

新体力テスト 
総合評価 
上位３ランクの
児童生徒の割合 

小学校 ７７.２４％ ７８.３７％ ７９.４７％ 

中学校 ８４.２０％ ８３.９０％ ８４.８５％ 

５ 魅力ある学校づくり事業 
６,７８９ 

千円 Ａ 

委嘱研究発表校数 １１校 １１校 １３校 

市学力調査 
平均値 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 

中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

教育に関する達成目標 
（週１時間以上運動する児童 
生徒の割合） 

８０.１％ ８５％ ９０％ 

６ 学力向上支援事業 
７,２６２ 

千円 Ａ 

家庭等で学習してい
る児童生徒の割合 

小学校 ５５.６％ ５７.０％ ６０.７％ 

中学校 ６６.４％ ６５.５％ ６５.３％ 

市学力調査 
平均値 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 

中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

７ 小学校理科支援員配置事業 
４５０ 

千円 Ｂ 

理科支援員配置校数 ２２校 ２２校 ６校 

理科支援員配置時数（年間） １５.５時間 ５.９時間 ９.５時間 

埼玉県学習状況調査 
理科 正答率 

小５ ― ７１.１％ ７３.２％ 

中２ ― ５８.７％ ５３.９％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策１ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 ]  2 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 
全国平均を５０としたとき

の市の平均値 
中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

◎教育委員会の施策評価 

児童生徒に「生きる力をはぐくむ」ため、基礎基本の確実な定着を図り、児童生徒一人一人に「確か

な学力」を身につけさせるとともに、知・徳・体の調和のとれた教育の一層の推進を図る。平成２３

年度においても、計画的に委嘱研究を実施し、教職員の資質・指導力の向上を図り、学校の教育力を

高めてきた。埼玉県全県で取り組んでいる「学力」「規律ある態度」「体力」の３領域における取組を

推進するとともに、幼稚園・保育所などから小学校、中学校へと学習環境の変化に伴う、児童生徒の

不適応を解消するために、３０人程度学級を実施し、落ち着いた学習環境の中で一人一人への「きめ

細かい指導」が行うとともに、学級支援員を配置することにより、支援を必要とする児童生徒の個々

の状況に合わせた教育を進めてきた。また、市学力調査結果から、明らかとなった児童生徒の学習状

況の実態をもとに、全小・中学校において、学力向上プランを作成し、基礎的・基本的な学力の定着

を図るとともに、確かな学力の定着を図った。なお、国における学級編制に係る法改正及び埼玉県に

おける特例編制という環境変化、さらには、教育現場の現況を総合的に勘案し、平成２４年度からは、

個々の児童生徒への支援をさらに充実していくために、３０人程度学級「あげおっ子アッピープラン」

事業（事業番号１）、学級支援員派遣事業（事業番号２）、特別支援教育支援員配置事業（事業番号１８）及び

学校図書館支援員派遣事業（事業番号２５）を統合し、「さわやかスクールサポート事業」として発展的

事業改正を行う。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.４ ５３.２ 

中学校 ５０.７ ５２.０ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

3  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

８ 日本語指導職員派遣事業 
２,２２４ 

千円 Ａ 
派遣指導員数 １０人 １２人 ９人 

指導員派遣率 １００％ １００％ １００％ 

９ 準教科書・副読本整備事業 
１３,４４８ 

千円 Ａ 

道徳副読本整備率 ６７％ ６７％ ６７％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） 

８９項目 ９３項目 ９９項目 

10 英語弁論暗唱大会開催事業 
５７ 
千円 Ａ 

大会参加生徒数 ３０人 ３３人 ３３人 

市学力調査英語平均値 ５０.７ ５０.８ ５１.７ 

11 中学生海外派遣研修事業 
７,８００ 

千円 Ａ 
派遣応募生徒数 ４３人 ５１人 ４６人 

派遣生徒数 中止 ２２人 ２２人 

12 小中学校ＡＬＴ配置事業 
１００,６９８ 

千円 Ａ 

ＡＬＴ配置人数 １５人 １５人 ２７人 

ＡＬＴ活用時数 

小学校 ７.５時間 ９.６時間 ３０.６時間 

中学校 ２６.７時間 ２７.９時間 ３６.０時間 

中学生海外派遣研修 
応募生徒数 

４３人 ５１人 ４６人 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 ]  4 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 
全国平均を５０としたとき

の市の平均値 
中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

◎教育委員会の施策評価 

今後さらに進展する国際社会の中で、豊かな国際感覚を養い、将来、国際社会に貢献できる人材とし

て必要な資質・能力を育成することは重要であり、そのためには、郷土や自国について正しく理解す

ることが必要である。また、異なる生活習慣や文化を認め、互いに尊重し合い、協力してよりよい生

活を作り出す力の育成は急務であり、特に外国語を学び、外国語によるコミュニケーション能力を高

めることは、これからの時代に必要である。さらに、価値観が多様化し、変化の激しいこれからの時

代をたくましく切り拓くことができる児童生徒を育成するためには、豊かな心と健やかな身体をはぐ

くむことが重要である。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.４ ５３.２ 

中学校 ５０.７ ５２.０ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

5  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

13 中学生社会体験チャレンジ事業 
５９６ 

千円 Ａ 

職場体験事業所数 ２０９事業所 ２１４事業所 ２３３事業所 

職場体験充実度 

生徒 ９８.２％ ９７.８％ ９８.６％ 

保護者 ９９.４％ ９９.４％ ９９.５％ 

14 中学生進路意識啓発事業 
１１１ 

千円 Ａ 
講演会開催回数 １４回 ２４回 ２４回 

講演会参加生徒数 ５,２００人 ６,６１８人 ７,７８１人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

職場体験充実度 
生徒 ９８.２ ％ ９７.８ ％ ９８.６ ％ 

職場体験をよいと回答した割合 

保護者 ９９.４ ％ ９９.４ ％ ９９.５ ％ 

進路講演会参加生徒数 ５,２００ 人 ６,６１８ 人 ７,７８１ 人  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策３ 進路指導・キャリア教育の充実 ]  6 

◎教育委員会の施策評価 

ニートやフリーターなど、若者の勤労観や職業観が大きく変化している社会の中、小学校段階からの

教育活動全体を通じて、児童生徒が明確な目的意識を持って、主体的に自己の進路を選択できる能力

を身につける必要がある。発達段階に応じたキャリア教育を施していくことが必要であり、小学校の

段階では、総合的な学習の時間などに、「未来地図」と称して、児童が自分の将来を考えるきっかけ

づくりを行い、中学校では事業所等での社会体験活動を行った。これらの事業は、望ましい勤労観等

を育成するために有効な手段であり、効果的であった。また、いじめや不登校、青少年の非行問題な

どの背景には、自然体験や社会体験の不足等も原因の一つとして挙げられている。さらに、中学生が

地域の中で様々な社会体験活動を行い、多くの人々とふれあう中で、みずみずしい感性や社会性、自

立心を養い、たくましく豊かに生きる力をはぐくむことは重要である。 

進路指導については、「人間としての生き方に関する指導」であり、将来にわたって「職業観・勤労

観」を育成することが求められている。進路指導連絡協議会などを通じて、学校・教員間の連絡連携

を図り、生徒・保護者との面談のほか、進路相談を実施し、生徒の夢、希望の実現の支援を行った。

また、地域で活躍する方々を学校に招き、講演会をとおして、生徒・保護者の進路に関する意識の啓

発を行った。 

中学校の進路指導・キャリア教育の推進を図ることは、よりよい社会づくりのためにも重要である。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

職場体験充実度 
生徒 ９８.６ ％ 

１００ ％ 
保護者 ９９.５ ％ 

進路講演会開催回数 １４ 回 ２４ 回 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

7  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策４ 特別支援教育の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策４ 特別支援教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

15 特別支援学級補助員派遣事業 
１５,６６６ 

千円 Ａ 
補助員配置人数 ８人 ９人 ９人 

補助員配置率 ２５.０％ ２６.５％ ２６.５％ 

16 特別支援教育推進事業 
２０６ 

千円 Ａ 

特別支援教育研修会回数 ４回 ５回 ５回 

特別支援教育研修会参加者数 １００％ １００％ １０４％ 

障害のある児童生徒の理解 ５００人 ５００人 ５００人 

17 特別支援教育体制整備事業 
３３０ 

千円 Ａ 
巡回相談員巡回回数 ― ― ２０回 

特別支援教育支援員配置人数 １０人 １０人 ２０人 

18 特別支援教育支援員配置事業 
１６,８２２ 

千円 Ａ 

支援員配置学校数 １０校 １０校 ２０校 

支援員配置校率 ６２.５％ ５８.８％ ７６.９％ 

支援を受ける児童生徒数 ４７人 ６０人 １１６人 

支援率 １７.２％ １１.６％ １４.３％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

支援員配置校率 ６２.５ ％ ５８.８ ％ ７６.９ ％ 配置校数÷申請校数×１００ 

支援率 １７.２ ％ １１.６ ％ １４.３ ％ 支援員数÷申請児童生徒数×１００ 

障害のある児童生徒の理解 ５００ 人 ５００ 人 ５００ 人 合同作品展入場者数 

特別支援教育支援員配置人数 １０ 人 １０ 人 ２０ 人 特別支援教育支援員配置人数 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策４ 特別支援教育の推進 ]  8 

◎教育委員会の施策評価 

特別支援教育を推進するためには、教員の指導力・資質の向上は欠かせない。専門的な知識・技能を

習得するための質の高い研修会は不可欠である。また、特別支援学級・特別支援学校児童生徒合同作

品展は、障害のある児童生徒にとって活躍の場、市民にとって障害のある児童生徒を理解する場とし

て必要である。また、教育基本法第４条２項に「障害のある者が、その障害の状態に応じ、十分な教

育を受けられるよう、教育上必要な支援を講じなければならない」とあり、市の責務として、すべて

の学校が特別支援教育を推進できるように、支援する必要がある。支援員配置校では、支援の必要な

児童生徒の個別支援プログラムを作成し、支援するクラスを記入した時間割を組むなど、効率よく支

援員を活用している。支援対象の児童生徒の学校生活にも徐々に改善が見られ、精神的ストレス等か

らくる二次的障害も防ぐことができている。更には、通常の学級で取り組まれる一斉指導や課題解決

的学習等の学習面において、学級として機能させる上でも個別対応ができる支援員の存在は大きく、

重要な事業である。支援の有無によっては、不登校や社会的不適応等に陥る可能性がある児童生徒も

少なくない。将来の社会的自立に向けた適切な教育を受けて、障害からくる諸課題を改善し、豊かな

学校生活を送らせるため、特別支援教育支援員の配置は必要不可欠である。 

平成２４年には、本市における特別支援教育に関する基本方針及び総合的な教育支援体制を整備し、

特別支援教育を推進するため、上尾市特別支援教育検討委員会を立ち上げる。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

特別支援教育支援員配置校数 ２０ 校 ３３ 校 

特別支援教育支援員支援率 １４.３ ％ ３０ ％ ４０ ％ 
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

9  [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策５ 幼児教育の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施 策 施策５ 幼児教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評価指標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

19 幼稚園就園奨励費補助事業 
２８７,２６５ 

千円 

Ａ 

就園奨励費補助金 
支給率 

公立 １０.０％ １１.９％ ２６.２％ 

私立 ７３.６％ ７７.５％ ７７.８％ 

20 
私立幼稚園児保護者 

負担軽減費補助事業 
７０,５３５ 

千円 

公・私立幼稚園 
保育料差額 

― １０２,８３９円 １００,２４５円 

補助額 １０２,２３６円 １０２,８３７円 １１１,１４５円 

◎施策の成果指標 

指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

幼稚園就園率 ８４.０ ％ ８４.２ ％ ８６.３ ％ 
全幼稚園児数／（人口－保育所等通園児数） 
※市内在住３，４，５歳児 

幼稚園等と連携・交流 
している小学校の数 

２２ ／２２校 ２２ ／２２校 ２２ ／２２校  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

 [ 基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 / 施策５ 幼児教育の推進 ]  10 

◎教育委員会の施策評価 

幼児期の教育は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものであり、幼稚園への就園を奨励するこ

とは、就学後の教育の充実にもつながる重要な施策である。しかし、幼稚園への就園を希望する幼児

の保護者の経済的負担が大きいため、補助を行うことで、負担を軽減し、経済的側面から幼稚園への

就園機会の確保を図っている。幼稚園への就園率は増加傾向にあり、施策の効果が反映されていると

考える。 

また、上尾市幼児教育推進協議会の開催などにより、小学校と保育所・幼稚園等における児童と幼児

の交流や教職員間の情報交換の連携も図られる体制が構築されており、平成２３年度も、小一プロブ

レムの解消に向けて、すべての小学校が幼稚園や保育所と交流した。 

さらに、幼稚園は、地域の子育て拠点としての役割を担っていることから、各幼稚園が実施する子育

て支援事業について、埼玉県とともに積極的な支援を行った。 

幼児教育のより一層の推進を図るため、引き続き、幼保小の連携、地域における子育ての支援など、

多角的な事業展開に取り組んでいく必要がある。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

幼稚園就園率 ８６.３ ％ ８７.３ ％ ８８.３ ％ 
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基本目標Ⅱ 

豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 豊かな心の育成 

施策２ 生徒指導の充実 

施策３ 人権教育の推進 

施策４ 学校教育相談の充実 

施策５ 学校保健の充実 

施策６ 食育の推進・学校給食の充実 

施策７ 児童生徒の体力向上 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

13  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策１ 豊かな心の育成 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策１ 豊かな心の育成 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

４ 
教育に関する３つの達成目標 
推進事業 

５１０ 
千円 Ａ 

「学力」の達成率 ９１.３％ ９３.５％ ９４.５％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） ８９項目 ９３項目 ９９項目 

新体力テスト 
総合評価 
上位３ランクの 
児童生徒の割合 

小学校 ７７.２４％ ７８.３７％ ７９.４７％ 

中学校 ８４.２０％ ８３.９０％ ８４.８５％ 

９ 準教科書・副読本整備事業 
１３,４４８ 

千円 Ａ 
道徳副読本整備率 ６７％ ６７％ ６７％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） ８９項目 ９３項目 ９９項目 

21 小中学校図書整備事業 
３２,６６０ 

千円 
Ａ 

増加冊数 
小学校 １５,７１７冊 ７,１７９冊 １３,２７２冊 

中学校 ８,７０１冊 ３,２９５冊 ６,９５９冊 

廃棄冊数 
小学校 １,６７４冊 ５９３冊 ４３,１５３冊 

中学校 ７４冊 １９９冊 １７,８４８冊 

年度末現有冊数 
小学校 １９８,２９１冊 ２０４,８６０冊 １７４,７４０冊 

中学校 １１１,４９６冊 １１４,５６６冊 １０３,６７７冊 

図書標準 
目標達成率 

小学校 ８８.５％ ９１.６％ ７８.１％ 

中学校 ７９.６％ ８１.６％ ７２.１％ 

22 図書館資料整備事業 
３７,４１０ 

千円 
Ａ 

蔵書数（全９館） ５６６,１７２点 ５７４,７３３点 ５８０,５３７点 

蔵書密度（市民一人当たり） ２.４９点 ２.５３点 ２.５６点 

図書館利用者数（全９館） ３９０,１２９人 ３８４,７９３人 ３８５,５３９人 

総貸出点数（全９館） １,４７５,０５１点 １,４４０,０７９点 １,４１８,１６３点 

貸出密度（市民一人当たり） ６.５０点 ６.３４点 ６.２４点 

23 学習支援事業 
１９６ 

千円 
Ａ 

外部指導者補助率 ６０.６％ ５０％ １００％ 

外部指導者活用数 ９０点 ７０点 ９７点 

24 学校図書館支援員派遣事業 
６,３７３ 

千円 
Ａ 

学校図書館支援員数 ８人 ／３３校 ８人 ／３３校 ８人 ／３３校 

派遣回数（１校当たり平均） ４３回 ４３回 ４３回 

「読書が好き・ど
ちらかといえば好
き」と回答した児
童生徒の割合 

小６ ７４.２％ ７１.６％ ７２.６％ 

中３ ７２.０％ ７３.８％ ７５.８％ 

25 指導法改善事業 
７９,６２２ 

千円 
Ａ 

指導の重点努力点配布数 ９３３冊 ９３５冊 ９４２冊 

研修会実施数 ３７回 ３７回 ４４回 

市学力調査 
平均値 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 

中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

26 小中学校音楽会開催事業 
８６８ 

千円 
Ａ 

参加学校数 ３０校 ３３校 ３３校 

参加者数 約１,８００人 約２,０００人 約２,０００人 

27 中学校部活動支援事業 
３,０８０ 

千円 
Ａ 

部活動指導員配置率 ７６.３％ ７８.９％ ７８.９％ 

運動部活動加入率 ７３.３％ ７５.３％ ７４.２％ 

28 中学校吹奏楽演奏会開催事業 
２５２ 

千円 
Ａ 

参加学校数 １０校 １１校 １１校 

一般参加者数 ３０２人 ２８２人 ３１０人 

29 道徳教育研究推進モデル校事業 
７６０ 

千円 
Ａ 

道徳教育研究発表会 － － ２回 

研究発表会参加者数 － － ３４８人 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） ８９項目 ９３項目 ９９項目 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策１ 豊かな心の育成 ]  14 

 
◎施策の成果指標 

指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

学力の達成率（読む・書く・計算） ９１.３ ％ ９３.５ ％ ９４.５ ％ 小・中学校全学年正答率 

規律ある態度８０％達成項目数 ８９ ／１０８項目 ９３ ／１０８項目 ９９ ／１０８項目 
規律ある態度達成数 
（小・中学校合計） 

「読書が好き・どちらか 

といえば好き」と回答した 

児童生徒の割合 

小６年 ７４.２ ％ ７１.６ ％ ７２.６ ％ 
市学力調査 
生活アンケート 

中３年 ７２.０ ％ ７３.８ ％ ７５.８ ％ 

研究発表会参加者数 ― ― ３４８ 人  

◎教育委員会の施策評価 

家庭や地域の教育力の低下とともに、規範意識や人間関係の希薄化が指摘される昨今の社会において、子
どもたちが基本的な生活習慣を身に付け、子どもたちの規範意識を高めるとともに、自らを律しつつ、他
者を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性をはぐくむため、家庭と連携し、学校の教育活動全体を
通じた道徳教育が求められている。平成２３年度も、外部指導者や学校支援ボランティアの協力によって
地域全体で学校教育の質を高め、各学校で特色ある教育活動を行うことができた。 
適正な教育課程を編成、実施し、学力向上及び教育活動の充実を図るためには、指導する教員の資質・能
力の向上を図ることが重要である。児童生徒の学力向上を目指し、指導方法の工夫改善を図るため、教育
委員会が道徳教育研修会等の研修会を実施したほか、教職員が休日や勤務時間外に自ら進んで、教師力ア
ップ講座と題した各教科の指導法やＩＣＴ機器を活用した指導法などについて自己研鑽にも励んだ。 
豊かな心をはぐくむために、教育活動としての部活動は、心技体をはぐくむ場として有効である。生徒の
技能の向上を図り、安全を確保するとともに、部活動の活性化を図ることからも、地域からの指導者とし
て、部活動指導員も配置した。また、児童生徒が芸術文化に触れ、自らが参加する小中学校音楽会や中学
校吹奏楽演奏会も実施した。これらは、一般公開することで、市民への芸術文化の提供と学校理解につな
がり、市の文化的な活動としての一翼を担っている。 
道徳教育推進状況調査においては、家庭・地域との連携の推進に取り組む学校が増えている結果が示され
ており、家庭・地域と連携した道徳教育を展開し、豊かな人間性や社会性をはぐくむ道徳教育を充実する
ことができた。 
各学校においては、豊かな心をはぐくむために、小中学校全校において朝読書にも取り組んだ。教育委員
会としては、子どもの読書活動を推進するために、司書教諭を対象とした研修会を実施したほか、各校に
学校図書館支援員を派遣し、読書の楽しさを体得する環境づくり、取組を行ってきた。平成２４年度から
は、子どもの読書活動支援センターを開設し、子どもたちの読書活動の拠点として、読書を通じて子ども
たちの豊かな心をはぐくむ施策に積極的に取り組んでいく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 １０８項目 ／ １０８項目 

「読書が好き・どちらかとい
えば好き」と回答した児童生
徒の割合 

小学校 ７２.６ ％ ７５.０ ％ ７８.０ ％ 

中学校 ７５.８ ％ ７７.０ ％ ８０.０ ％ 

学校図書館支援員による支援回数の 
割合 

２０ ％ ６０ ％ 以上 
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

15  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策２ 生徒指導の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策２ 生徒指導の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

30 生徒指導推進事業 
４,５５０ 

千円 
Ａ 

支援員派遣校数 ６校 ５校 ５校 

支援員１校あたり 
週派遣日数 

１.３日 １.６日 １.６日 

暴力行為発生件数 ３８件 １６件 ２６件 

街頭補導回数 ５８５回 ５５８回 ５３６回 

地域の集い参加者数 ３２５人 ３３８人 ３５９人 

31 さわやか相談室運営事業 
１７,７１８ 

千円 
Ａ 

相談室の相談回数 １２,３６６回 １４,０７３回 ９,９２７回 

相談の解決率 ５６％ ７９％ ８０％ 

不登校生徒出現率 １.８２％ １.８１％ １.６９％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

街頭補導回数 ５８５ 回 ５５８ 回 ５３６ 回 各中学校区における補導回数 

地域の集い参加者数 ３２５ 人 ３３８ 人 ３５９ 人 青少年健全育成地域の集い参加者数 

不登校生徒出現率 １.８２ ％ １.８１ ％ １.６９ ％ 不登校生徒数÷全生徒数×１００ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策２ 生徒指導の充実 ]  16 

◎教育委員会の施策評価 

児童生徒の問題行動の予防や解決に当たっては、家庭と連携して、一貫性を持った生徒指導体制をすべての

学校で整備することが必要である。 

繰り返し暴力行為等を起こす児童生徒に対しては、必ず複数の教員による指導を行い、職員の危機管理意識

を高め、共通理解のもとに共通指導を行うよう各校に指導している。併せて、非行・問題行動の未然防止の

ため、生徒指導支援員を希望する学校に配置し、校内巡視など行うことで、教員の支援を行った。警察官Ｏ

Ｂなどの専門性の高い支援員を配置することで、非行・問題行動を繰り返す生徒への教員の指導を支援する

ことができ、再発防止等にも効果的であった。 

また、少年非行を防止するための取組や、非行などの問題を抱える少年が立ち直るための支援には、学校、

家庭、地域、関係機関が連携して取り組むことが重要であることから、上尾市生徒指導推進協議会を設置し、

中学校区内のパトロールなど具体的な実践を行い、児童生徒及び青少年の非行・問題行動を未然に防ぐなど、

青少年の健全育成の中心となって活動した。青少年健全育成地域の集いでは、各中学校区、市内高等学校の

生徒指導の実践報告を行うとともに専門家による講演会を実施し、学校、家庭、地域が一体となった児童生

徒の健全育成活動推進のため、大きな役割を果たすことができた。 

昨今、社会問題となっている「いじめ」については、各学校でアンケート調査等を定期的に実施するなど、

いじめの未然防止に積極的に取組んできた。また、児童生徒及び保護者と信頼関係を築き、いじめの早期発

見、早期解決を図ることができたと考えている。しかしながら、いじめについては、根絶することが目標で

あり、「いじめをしない、させない、許さない」取組の一層の充実を各校で図っていかなければならない。 

不登校児童生徒数については、ここ３年間、確実に減少している。効果のあった取組については、アンケー

ト調査の実施や、教育相談日の設定、さわやか相談室と家庭との連携などがあげられ、やはり「早期発見」「早

期対応」が、不登校解消への一番の手立てであると考えられる。しかしながら、その数は依然小・中合わせ

て１３０人を超える数となっており、毎年度不登校児童生徒出現率の目標値を設定し、各校で実態に応じた

取り組みを行い、平成２４年度は、教育センター職員による、さわやか相談室への訪問を平成２３年度以上

に実施していきたい。 

相談室において教室復帰を目指す生徒や、悩みを抱える生徒に対し、さわやか相談室が有効に機能し、重要

な役割を果たしている。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

規律ある態度８０％達成項目数 ９９項目 ／ １０８項目 １０８項目 ／ １０８項目 

不登校生徒出現率 １.６９ ％ １.５８ ％ １.５０ ％ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

17  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策３ 人権教育の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策３ 人権教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

32 
人権教育推進事業 

（指導課所管分） 
１,３８２ 

千円 
Ａ 

研修会･授業研究会 

実施回数 
７回 ８回 ８回 

研修会参加者数 １６９人 １６９人 １６９人 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言
葉づかいでできると回答した
児童生徒の割合 

８５.６％ ８６.２％ ８６.５％ 

作文・標語集等配布率 １００％ １００％ １００％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策３ 人権教育の推進 ]  18 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言葉づかいで 
できると回答した児童生徒の割合 

８５.６ ％ ８６.２ ％ ８６.５ ％  

作文・標語集等配布率 １００ ％ １００ ％ １００ ％ 配布数／児童生徒数×１００ 

◎教育委員会の施策評価 

いじめ、暴力行為、不登校や非行問題行動の低年齢化など、生徒指導上の諸課題への対応が学校教育

に強く求められている。また、地域社会においては、未だに社会的身分又は門地、性別、障害の有無

による差別の現状もある。さらに、子どもや高齢者に対する虐待等、人権に関わる問題が深刻化して

いる。このような現状の中で、すべての児童生徒に、発達段階に応じた「人権についての正しい理解」

を深めるとともに、態度や行動で現すことのできる人間育成を目的とした人権教育を推進すること

は、今後も重要であり積極的に取り組む必要性がある。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

教育に関する３つの達成目標 

相手のことを考えた優しい言葉づかいで 
できると回答した児童生徒の割合 

８６.５ ％ ９０ ％ ９５ ％ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

19  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策３ 人権教育の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策４ 学校教育相談の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

33 
不登校児童生徒の 

学校適応指導事業 
４,４３１ 

千円 
Ａ 

適応指導教室入級者数 ９人 １１人 １０人 

適応指導教室開設日数 １６３日 １６５日 １６７日 

学校への復帰率 １００％ １００％ １００％ 

34 教育相談事業 
９,２８４ 

千円 
Ａ 

教育相談実件数 ３２８件 ３１０件 ２８２件 

教育相談延べ回数 ３,４２４件 ３,８２９件 ３,４３２件 

教育相談終結率 ８０.２％ ７８.７％ ８８.７％ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

不登校児童生徒出現率 ０.７２ ％ ０.７７ ％ ０.７０ ％ 不登校児童生徒数÷児童生徒数×100 

教育相談終結率 ８０.２ ％ ７８.７ ％ ８８.７ ％  

学校への復帰率 １００ ％ １００ ％ １００ ％  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策３ 人権教育の推進 ]  20 

◎教育委員会の施策評価 

平成２３年度の上尾市内小中学校の不登校児童生徒数は１３３名であり、また、教育センターに寄せ

られた不登校に関する相談回数も、全相談回数のおよそ５割に達した。そこで、不登校の子どもたち

の居所となる場所や、子どもとその保護者を支える場所が必要となる。学校においてはさわやか相談

室や保健室がその役割を担っているが、そこへも通えない子どもたちの拠り所となるのが教育センタ

ーである。 

教育センターでは、副主幹１名、臨床発達心理士１名、相談員４名、更には平成２３年度より新たに

スクールソーシャルワーカーを１名配置し、様々な教育相談に対応している。また、学校適応指導教

室を週４日開設し、指導員３名が入級した児童生徒に、相談員からの情報をもとにカウンセリングや

体験学習、自主学習をとおして指導・支援を行い、学校復帰につなげている。 

平成２３年度学校適応指導教室に入級した児童生徒の学校復帰率は１００％であり、教育相談の終結

率も８８％を超えている。更に、教育センターと市内全中学校に設置されているさわやか相談室との

連携を進められ、また、各学校の教育相談体制も充実してきた。その結果として、平成２３年度不登

校児童生徒の出現率を大きく減少させることができた。 

今後も、不登校を出さないため、また、不登校になってしまった児童生徒を学校復帰させるため、教

育センターでの教育相談機能の一層の充実を図っていく。また、同時に学校、家庭、教育センターの

連携を進めながら、学校適応指導教室をより有効に機能させていきたいと考える。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

不登校児童・生徒出現率 ０.７０ ％ ０.６７ ％ ０.６５ ％ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

21  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策５ 学校保健の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策５ 学校保健の充実 

◎施策の成果指標 

指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

「
早
寝 

早
起
き 

朝
ご
は
ん
」
調
査 

朝ごはんを 
必ず食べる 

小学校 ９５.９ ％ ９６.１ ％ ９６.１ ％ 

「早寝 早起き 朝ごはん」調査 

（各年度４月調査） 

中学校 ８６.１ ％ ９３.１ ％ ９３.６ ％ 

起床時間 
７時までに起きる 

小学校 ９４.９ ％ ９５.４ ％ ９６.０ ％ 

中学校 ７６.５ ％ ８１.４ ％ ８３.８ ％ 

就寝時間 
１０時までに寝る 

小学１年 ９７.０ ％ ９５.８ ％ ９６.５ ％ 

小学２年 ９３.５ ％ ９２.８ ％ ９３.２ ％ 

小学３年 ９０.４ ％ ８８.７ ％ ８９.５ ％ 

小学４年 ８４.９ ％ ８６.０ ％ ８１.９ ％ 

小学５年 ７４.２ ％ ７６.２ ％ ７７.３ ％ 

小学６年 ５７.２ ％ ６０.５ ％ ６４.４ ％ 

就寝時間 
１１時までに寝る 

中学１年 ７６.８ ％ ８１.８ ％ ８２.６ ％ 

中学２年 ４７.４ ％ ５３.１ ％ ５４.３ ％ 

中学３年 ２６.２ ％ ２７.６ ％ ３１.９ ％ 

ＤＭＦ保有数 

小学校 ０.５１ ０.４７ ０.４１ 

※ＤＭＦ保有数…過去にむ
し歯になったことがある歯
の本数を表したもの 

中学校 １.８１ １.４８ １.２３ 

平 均 ０.９５ ０.８１ ０.６８ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策５ 学校保健の充実 ]  22 

◎教育委員会の施策評価 

子どもたちの生活習慣の乱れが指摘され、また、生活環境の急激な変化に伴い、アレルギー疾患など

も増加している。各学校で学校保健計画を作成し、学校保健委員会を中心に、家庭や地域の関係機関

と連携を図りながら、子どもたちの生活のリズムを整えるなど基本的な生活習慣を培うとともに、健

康管理などにより学校保健活動を推進することが重要である。 

平成２３年度は、学校保健委員会を各学校で複数回開催しており、家庭・地域・関係機関との連携を

図ることができた。さらには、小・中学校連携した地域学校保健委員会を開催する学校も増えており、

地域との連携を深めることができている。 

定期健康診断をすべての小・中学校で計画的に実施しており、疾病の早期発見・治療による健康の保

持増進を行うことができた。特に歯科保健においては、歯科保健コンクールへの応募校も増え、児童

生徒１人当たりのＤＭＦ保有数も低下している。定期健康診断において、耳鼻科医不足による耳鼻科

検診の方法の変更が必要となってきており、変更に伴う報告方法の周知が、今後の課題となる。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

朝ごはんを必ず食べる 
小学校 ９６.１ ％ 

１００ ％ 
中学校 ９３.６ ％ 

起床時間 

７時までに起きる 

小学校 ９６.０ ％ 
登校時間よりも遅くとも１時間前に起床 

中学校 ８３.８ ％ 

就寝時間 
１０時までに寝る 小学校 ８３.８ ％ １０時を目安に就寝 

１１時までに寝る 中学校 ５６.３ ％ １１時を目安に就寝 

ＤＭＦ保有数 

小学校 ０.４１ 

小・中学校平均 ０.７ 未満 中学校 １.２３ 

平均 ０.６８ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

23  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策６ 食育の推進・学校給食の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策６ 食育の推進・学校給食の充実 

◎施策の成果指標 
指 標 名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

朝ごはんを 
ほとんど食べない 

小 

学 

校 

１年 ０.１ ％ ０.６ ％ ０.２ ％ 

「早寝 早起き  

朝ごはん」調査 

（各年度４月調査） 

２年 ０.３ ％ ０.４ ％ ０.６ ％ 

３年 ０.４ ％ ０.７ ％ ０.２ ％ 

４年 ０.６ ％ ０.６ ％ ０.４ ％ 

５年 ０.６ ％ ０.３ ％ ０.３ ％ 

６年 ０.５ ％ ０.４ ％ ０.２ ％ 

平均 ０.４ ％ ０.５ ％ ０.３ ％ 

中 

学 

校 

１年 １.０ ％ ０.５ ％ ０.２ ％ 

２年 １.０ ％ １.４ ％ １.１ ％ 

３年 ２.２ ％ １.７ ％ ２.２ ％ 

平均 １.４ ％ １.２ ％ １.２ ％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策６ 食育の推進・学校給食の充実 ]  24 

◎教育委員会の施策評価 

「食」は、知・徳・体の基礎となるものであり、特に成長期にある子どもたちにとっては重要なもの

である。しかしながら、子どもたちの朝食欠食や偏食、肥満傾向の増加など食生活の乱れが指摘され

ている。学校と家庭が連携しながら、子どもたちに望ましい食習慣を身に付けさせるとともに、学校

における食育の推進者の指導力を向上させるため、研修を充実させていかなければならない。平成２

３年度においても、教育委員会では、「早寝 早起き 朝ごはん運動」に取り組み、各学校において

は、独自に作成したチャレンジカードを子どもたちに取り組ませたり、栄養教諭等がエプロンシアタ

ーで指導するなど、工夫を凝らしながら取り組むとともに、保護者への啓発にも力を注いだ。 

また、本市では、全小・中学校に学校ファームが設置されており、平成２３年度も、児童生徒が栽培

体験に取り組み、環境や食物に対する理解を深めることができた。また、栄養教諭とのティーム・テ

ィーチングによる食に関する指導の充実がなされ、平成２４年度より栄養教諭配置校が８校に増加さ

れ、さらなる充実が期待されるところである。 

学校給食の衛生管理のために、教育委員会による給食室訪問や給食調理員を対象とした実技講習会を

開催し、その徹底を図ってきた。 

さらには、平成２３年度末から給食食材を測るための放射線測定機が準備され、２４年度から開始と

なり、新たな側面からの食材の安全性が確保される。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

朝ごはんを必ず食べる 
小学校 ９６.１ ％ 

１００ ％ 
中学校 ９３.６ ％ 

朝ごはんをほとんど食べない 
小学校 ０.３ ％ ０.４ ％ 未満 

中学校 １.２ ％ １.５ ％ 未満 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

25  [ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

施 策 施策７ 児童生徒の体力向上 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

４ 
教育に関する３つの達成目標 
推進事業 

５１０ 
千円 Ａ 

「学力」の達成率 ９１.３％ ９３.５％ ９４.５％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） 

８９項目 ９３項目 ９９項目 

新体力テスト 
総合評価 
上位３ランクの 
児童生徒の割合 

小学校 ７７.２４％ ７８.３７％ ７９.４７％ 

中学校 ８４.２０％ ８３.９０％ ８４.８５％ 

５ 魅力ある学校づくり事業 
６,７８９ 

千円 Ａ 

委嘱研究発表校数 １１校 １１校 １３校 

市学力調査 
平均値 

小学校 ５２.５％ ５２.２％ ５２.４％ 

中学校 ５０.９％ ５１.０％ ５０.７％ 

教育に関する達成目標 
（週１時間以上運動する児童 

生徒の割合） 

８０.６％ ７９.９％ ８０.１％ 

27 中学校部活動支援事業 
３,０８０ 

千円 
Ａ 

部活動指導員配置率 ７６.３％ ７８.９％ ７８.９％ 

運動部活動加入率 ７３.３％ ７５.３％ ７４.２％ 

35 児童生徒体力向上推進事業 
３,４９８ 

千円 Ａ 

運動部活動加入率 ７３.３％ ７５.３％ ７４.２％ 

教育に関する達成目標 
（週１時間以上運動する児童 
生徒の割合） 

８０.６％ ７９.９％ ８０.１％ 

新体力テスト 
総合評価 
上位３ランクの 
児童生徒の割合 

小学校 ７７.２４％ ７８.３７％ ７９.４７％ 

中学校 ８４.２０％ ８３.９０％ ８４.８５％ 

36 
地域と連携した 

体力向上支援事業 
５９９ 

千円 Ａ 

具体的な取組数 ― ６事業 ６事業 

教育に関する達成目標 

（週１時間以上運動する児童 
生徒の割合） 

８０.６％ ７９.９％ ８０.１％ 

新体力テスト 
総合評価 
上位３ランクの 
児童生徒の割合 

小学校 
７７.２４％ 
（県７８.１％） 

７８.３７％ 
（県７８.５％） 

７９.４７％ 
（県７９.３％） 

中学校 
８４.２０％ 

（県８２.５％） 

８３.９０％ 

（県８３.６％） 

８４.８５％ 

（県８３.８％） 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 / 施策７ 児童生徒の体力向上 ]  26 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

規律ある態度８０％達成項目数 ８９ ／１０８項目 ９３ ／１０８項目 ９９ ／１０８項目 
規律ある態度達成数 
（小・中学校合計） 

教育に関する達成目標 

（週１時間以上運動する児童生徒の割合） 
８０.６ ％ ７９.９ ％ ８０.１ ％  

新体力テスト 総合評価 

上位３ランク（ＡＢＣ） 

の児童生徒の割合 

小学校 ７７.２４ ％ ７８.３７ ％ ７９.４７ ％ 
 

中学校 ８４.２０ ％ ８３.９０ ％ ８４.８５ ％ 

◎教育委員会の施策評価 

児童生徒の体力低下が懸念されている現状から、児童生徒の体力向上は学校においても大きな課題の

一つとなっている。本市においても児童生徒の体力向上を目指し、さまざまな取組を行う必要がある。

児童生徒の運動に対する意欲を高め、日常的な運動の推進及び運動の機会を増やすことは児童生徒の

体力向上に不可欠である。子どもの体力向上に関しては、喫緊の課題となっており、学校、家庭、地

域、ＰＴＡ連合会等の諸団体が連携・協力して子どもの体力向上を図ることが重要である。なお、大

学教員、市体育関係団体、ＰＴＡ連合会等の代表、市教育委員会が上尾市体力向上地域連携協議会を

組織し、地域ぐるみで子ども達の体力向上を推進することは非常に効果的である、また、家庭や保護

者・地域の方の関心を高めることは、児童生徒の体力向上の課題解決に向けた新たな視点となり、ス

ポーツ都市宣言を行う本市として、子どもを含めた地域全体の体力向上に効果的であり、今後も継続

して進めて行く必要がある。さらに、部活動は、心技体をはぐくむ場として有効であることから、専

門的な技能及び豊かな経験を持つ指導員の配置は、部活動の指導に有効であることからも、継続実施

が必要である。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

新体力テスト 総合評価 

上位３ランク（ＡＢＣ）の 
児童生徒の割合 

小学校 ７９.４７ ％ ８０ ％ ８１ ％ 

中学校 ８４.８５ ％ ８５ ％ ８６ ％ 

教育に関する達成目標 

（週１時間以上運動する児童生徒の割合） 
８０.１ ％ ８５ ％ ９０ ％ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 

安心・安全で質の高い学校教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 教職員の資質・能力の向上 

施策２ 学校経営の改善・充実 

施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

施策５ 学校安全の推進 

施策６ 就学支援の充実 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

29  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策１ 教職員の資質・能力の向上 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策１ 教職員の資質・能力の向上 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

25 指導法改善事業 
７９,６２２ 

千円 
Ａ 

指導の重点努力点配布数 ９３３冊 ９３５冊 ９４２冊 

研修会実施数 ３７回 ３７回 ４４回 

市学力調査 

平均値 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 

中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 
全国平均を５０としたとき

の市の平均値 
中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策１ 教職員の資質・能力の向上 ]  30 

◎教育委員会の施策評価 

教員の大量退職の時代を迎え、採用者数が増加しており、優れた教員の確保が課題となっており、児童生

徒一人一人の学力向上は、学校の最重要課題であるとともに、市民ニーズでもある。適正な教育課程を編

成、実施し、学力向上及び教育活動の充実を図るためには、優れた指導力と使命感を兼ね備えた教員を育

成するとともに、学校の教育力を維持向上させることが求められている。昨今の多様化する様々な教育課

題に対応するためには、教職員のライフステージに応じた適切な研修や専門研修などを行い、資質・能力

を向上させることが必要である。平成２３年度も、埼玉県や市教育委員会がさまざまな研修会を実施した

ほか、教職員が休日や勤務時間外に自ら進んで、教師力アップ講座と題した各教科の指導法やＩＣＴ機器

を活用した指導法などについて自己研鑽にも励み、時代潮流に即した指導法等を体得し、質の高い教育を

実施することができた。 

また、デジタル教科書の配備、教師用指導用図書の配布により、創意工夫のある魅力的な授業を展開する

ことができ、学校における教育活動の充実を図ることができた。さらには、上尾市の指導の重点・努力点

を作成し全教員へ配布し、効率的に市の教育方針を周知徹底させ、指導方法の工夫改善、授業の充実を図

ることができた。 

教員の業務は、授業など直接児童生徒と接する業務のほか、事務的な業務など多岐にわたり多忙であるた

め、子どもと向き合うための環境づくりを進める必要がある。本市では、教職員が携わる事務のあり方を

検討して、当該事務の改善を図り、もって当該教職員の負担の軽減に資するようにするため、上尾市立学

校事務軽減検討委員会を設置してきたが、引き続き、教員が子どもと向き合うための環境づくりを進めて

いきたい。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.４ ５３.２ 

中学校 ５０.７ ５２.０ 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

31  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策２ 学校経営の改善・充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策２ 学校経営の改善・充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

５ 魅力ある学校づくり事業 
６,７８９ 

千円 Ａ 

委嘱研究発表校数 １１校 １１校 １３校 

市学力調査平均値 

小学校 ５２.５％ ５２.２％ ５２.４％ 

中学校 ５０.９％ ５１.０％ ５０.７％ 

教育に関する達成目標 
（週１時間以上運動する児童 
生徒の割合） 

８０.１％ ８５％ ９０％ 

25 指導法改善事業 
７９,６２２ 

千円 
Ａ 

指導の重点努力点配布数 ９３３冊 ９３５冊 ９４２冊 

研修会実施数 ３７回 ３７回 ４４回 

市学力調査平均値 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 

中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

37 学校評議員制度運営事業 
５９０ 

千円 
Ａ 

学校評議員会議開催回数 ３.１８回 ３.１５回 ３.３０回 

学校評価に対する 

意見聴取回数 
１.７２回 １.６４回 １.８２回 

38 
元気な学校をつくる地域連携 
推進事業 

４５０ 
千円 

Ａ 
学校応援団員数 ７,６７８人 ９,７９５人 １０,４３４人 

学校支援活動件数 ６,１６６件 ８,４３５件 ９,０２９件 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

上尾市学力調査の国語･ 

算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.５ ５２.２ ５２.４ 
全国平均を５０とした

ときの市の平均値 
中学校 ５０.９ ５１.０ ５０.７ 

教育に関する３つの達成目標 
 体力（運動習慣） 

８０.６ ％ ７９.９ ％ ８０.１ ％  

研修会実施数 ３７ 回 ３７ 回 ４４ 回  

学校評議員の学校評価に対する 
意見聴取回数 

１.７２ 回 １.６４ 回 １.８２ 回  

学校支援活動件数 ６,１６６ 件 ８,４３５ 件 ９,０２９ 件  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策２ 学校経営の改善・充実 ]  32 

◎教育委員会の施策評価 

児童生徒、保護者、地域の信頼と期待に応える学校づくりを行うためには、学校・家庭・地域社会が

一体となり、相互に連携・協力した教育活動の展開が求められているとともに、学校が自らの教育活

動や学校運営を評価・公表し、それに基づく改善を一層進めることが重要である。さらには、学校が

様々な諸課題に迅速、的確に対応するために、組織力を強化するとともに、優秀な管理職を育成して

いくことが必要である。 

本市では、学校評議員制度の活用を図ることにより、地域住民の学校運営への参画を図り、保護者や

地域住民の意向を把握し、学校運営に反映させ、開かれた学校づくりが推進することができた。引き

続き、市内のすべての小・中学校で組織されている学校応援団の学習支援、環境整備、安心安全に係

る活動により各学校の教育活動の充実を図っていく。 

また、月１回開催する校長会議、教頭会議においては、教育活動に関するさまざまな情報、諸課題を

学校間において共有化させるために、情報交換を行う時間を設け、学校間の連携強化を図ることがで

きた。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

上尾市学力調査の国語･ 
算数（数学）・英語の総合 

小学校 ５２.４ ５３.２ 

中学校 ５０.７ ５２.０ 

教育に関する３つの達成目標 
 体力（週１時間以上運動する児童生徒の割合） 

８０.１ ％ ８５ ％ ９０ ％ 

学校評議員会議開催回数（各校平均） ３.３０ 回 ４ 回 

学校支援活動件数 ９,０２９ 件 １０,０００ 件 

 

学
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意
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

33  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

９ 準教科書・副読本整備事業 
１３,４４８ 

千円 Ａ 

道徳副読本整備率 ６７％ ６７％ ６７％ 

規律ある態度８０％達成 
項目数（全１０８項目） 

８９項目 ９３項目 ９９項目 

21 小中学校図書整備事業 
３２,６６０ 

千円 
Ａ 

増加冊数 
小学校 １５,７１７冊 ７,１７９冊 １３,２７２冊 

中学校 ８,７０１冊 ３,２９５冊 ６,９５９冊 

廃棄冊数 
小学校 １,６７４冊 ５９３冊 ４３,１５３冊 

中学校 ７４冊 １９９冊 １７,８４８冊 

年度末現有冊数 
小学校 １９８,２９１冊 ２０４,８６０冊 １７４,７４０冊 

中学校 １１１,４９６冊 １１４,５６６冊 １０３,６７７冊 

図書標準 
目標達成率 

小学校 ８８.５％ ９１.６％ ７８.１％ 

中学校 ７９.６％ ８１.６％ ７２.１％ 

39 
小中学校校舎大規模改造 

（耐震補強）事業 
８７７,８６３ 

千円 Ａ 
耐震化棟数 

１０棟（７２棟） 
（補強不要含む） 

９棟（８１棟） 
（補強不要含む） 

１２棟（９３棟） 
（改築含む） 

耐震化率 ５９.０％ ６６.３％ ７７.５％ 

40 小学校校舎改築事業 
１,４４８,９４８ 

千円 Ａ 

富士見小学校校舎改築 
工事出来高率（％） 

０％ ３０％ ７０％ 

中央小学校校舎改築工事 ― 
基本設計 

耐力度調査 
実施設計 

改築事業完了校累計数 ０校／３校 ０校／３校 １校／３校 

41 小中学校教育教材整備事業 
３２,６６０ 

千円 
Ａ 

児童生徒一人当

たりの支出額 

小学校 ２,２５１円 １,９４０円 ２,０７３円 

中学校 ３,２０１円 ２,７４６円 ２,７４１円 

備品購入費 

小学校 ２９,６８７千円 ２５,３０７千円 ２６,６６２千円 

中学校 １９,６５１千円 １７,０１５千円 １７,２９９千円 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

図書標準目標達成率 

小学校 ８８.５ ％ ９１.６ ％ ７８.１ ％ 
現有冊数 

／標準冊数×100 
中学校 ７９.６ ％ ８１.６ ％ ７２.１ ％ 

校舎耐震化率 ５９.０ ％ ６６.３ ％ ７７.５ ％ 
平成２２年度まで対象棟数１２２棟 

平成２３年度から対象棟数１２０棟 

改築事業完了校累計数 ０校 ／ ３校 ０校 ／ ３校 １校 ／ ３校 改築事業校（富士見小・中央小・上尾中） 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策３ 学校施設・設備の整備・充実 ]  34 

◎教育委員会の施策評価 

学校施設は、児童生徒が１日の時間の多くを過ごす活動の場であり、また災害時には地域住民の避難

場所となる場所であり、その安全性の確保は最優先課題でもあることから、積極的に支援を行ってい

る。本市では、学校施設の耐震化は「上尾市立小・中学校耐震化推進計画」に基づき、耐震補強工事

に係わるものは平成２５年度までに完了することとし、改築工事に係わるものは平成２７年度の完了

を目標に事業を展開し、計画通り進めることができている。さらに、事業を前倒しするなど、国の補

助金を積極的に活用し、財政的な見地からも効率的に進めている。 

また、平成２３年度には、児童が健康で快適な環境の中で授業に臨むことができるよう、改築を予定

している小学校を除くすべての小学校の普通教室にエアコンを設置したが、平成２４年度には中学校

普通教室すべてに設置する。なお、節電が求められている昨年、今年の夏であるが、各校、子どもた

ちの健康を考慮し、適切にエアコンを使用するよう、市教育委員会が使用マニュアルを作成し、各校

に周知した。 

子どもたちや教員が授業等で使用する学習教材や教具、確かな学力と豊かな心をはぐくむ学校図書に

ついても、国庫補助金を活用しながら国の標準指標に近づけるため計画的に整備している。平成２３

年度は、学校図書館管理システムを導入し、学校図書のデータベース化を図り、今後は、図書検索、

蔵書管理を効率的に行うことが可能となった。さらには、平成２４年度には、アッピースマイル学校

図書館支援員が各小学校に常駐することとなっており、また、平成２４年７月には、「子どもの読書

活動支援センター」が開所する予定である。これら学校図書関連施策と相乗効果を創出し、児童生徒

が快適でより良い学習活動を行うための環境の整備を進めていく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

図書標準目標達成率 
小学校 ７８.１ ％ ８２.６ ％ ８７.１ ％ 

中学校 ７２.１ ％ ７７.２ ％ ８２.３ ％ 

学校施設の耐震化率 ７７.５ ％ ８８.３ ％ ９７.５ ％ 

 

学
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

35  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

42 小中学校コンピュータ整備事業 
１１２,７２５ 

千円 
Ａ 

パソコン設置 

台数 

教育用 １,４２２台 １,４２１台 １,４５３台 

校務用 １,０６８台 １,０８０台 １,０８６台 

教育用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成率 

[児童生徒 3.6人に 1台〕 
２６.５％ ２６.６％ ２７.３％ 

校務用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成率 
[教職員１人に 1台〕 

１０２.０％ １０３.２％ １０２.０％ 

43 小中学校電子黒板整備事業 
７,８５７ 

千円 
Ａ 

電子黒板ユニッ
ト設置台数 

小学校 ９台 １５台 １２８台 

中学校 １１台 １５台 ２２台 

電子黒板ユニッ
ト設置率 

小学校 ８.６％ １２.６％ ４５.７％ 

中学校 ５.６％ １３.６％ ２６.８％ 

44 情報教育支援員配置事業 
１１,５４７ 

千円 
Ａ 

支援員配置人数 ９人 １０人 １６人 

支援員配置回数 ３２.７回 ２７.３回 ４２.７回 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

教育用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成率 
[達成値…児童生徒3.6人に1台〕 

２６.５ ％ ２６.６ ％ ２７.３ ％ 達成値／(児童生徒数／整備台数)×100 

校務用ﾊﾟｿｺﾝの目標達成率 
〔達成値…教職員1人に1台〕 

１０２.０ ％ １０３.２ ％ １０２.０ ％ 達成値／(教職員数／整備台数)×100 

電子黒板 

ユニット設置率 

小学校 ８.６ ％ １２.６ ％ ４５.７ ％ 
１学級につき１台を100％として 
設置総数／学級数 

中学校 ５.６ ％ １３.６ ％ ２６.８ ％ 

普通教室の校内ＬＡＮ整備率 ０ ％ ０ ％ １校／３３校  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策４ 学校のＩＣＴ化の推進 ]  36 

◎教育委員会の施策評価 

情報化が進展する中、教育においても情報化が強く求められており、国においても教育のＩＣＴ化を

積極的に支援している。 

本市小学校普通教室において、国の補正予算を活用して大型テレビを設置し、有効活用しているが、

引き続き中学校においても大型テレビを計画的に整備していきたい。また、平成２３年度には、電子

黒板ユニット１５０台を購入し、小・中学校に設置した。これについても同じく小中学校全クラスに

１台ずつ整備できるよう継続的に設置していきたい。 

教育現場のＩＣＴ化により、授業風景も変わり、多くの教員が電子黒板を利用しながら授業を行って

いる。教育のＩＣＴ化だけでもって、児童生徒の学力を向上させるものではないが、ＩＣＴを活用す

るタイミングやその使用方法などの工夫と、これまでの指導方法を組み合わせることで、児童生徒の

学力向上につながるものと考えられる。平成２３年度、教育委員会では、教師力アップ講座と題して

ＩＣＴ活用研修会を通年で開催し、各教員のＩＣＴ活用技術の向上を図ってきた。今後も、研修会を

開催することで、指導技術の向上を図っていきたい。 

また、教育のＩＣＴ化により、各教員が作成した教材資料については、教育委員会内のネットワーク

で共有化を図っている。児童生徒の実態に即した、より良い指導教材づくりにつなげていきたい。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

教育用パソコンの目標達成率 ２７.３ ％ ２８.０ ％ ２８.５ ％ 

電子黒板ユニット設置総数 
小学校 １７９ 台 ２４５ 台 ３１１ 台 

中学校 ４８ 台 ７０ 台 ９２ 台 

普通教室の校内ＬＡＮ整備率 １校／３３校 １００ ％ 
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

37  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策５ 学校安全の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策５ 学校安全の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

45 児童生徒安全推進事業 
２０,８０２ 

千円 
Ａ 

新規防犯ブザー 

貸与数 
２,０６３人 ２,０６１人 ２,１５０人 

日本スポーツ 
振興センター 

災害共済給付額 

１８,１２６千円 １７,８１９千円 ７,９６６千円 

46 学校安全パトロールカー事業 
３,３８８ 

千円 
Ａ 

各車１月あたりの 

パトロール平均回数 
１７.５回 １５.９回 １６.３回 

登下校時の事故件数 １１件 １２件 １５件 

不審者事案等の件数 ４２件 ４６件 ２７件 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

登下校時の事故件数 １１ 件 １２ 件 １５ 件  

不審者事案等の件数 ４２ 件 ４６ 件 ２７ 件  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策５ 学校安全の推進 ]  38 

◎教育委員会の施策評価 

登下校時において児童生徒が巻き込まれる交通事故が絶えない現状であるが、本市では、子どもたちの安

全確保のため、各学校に配置されたスクールガードリーダーを中心に、ＰＴＡや学校応援団、各地域の防

犯ボランティアの皆様などの協力により、登校時の立哨指導を行うとともに、各学校において、関係団体

と情報交換しながら連携を図り、地域ぐるみで子どもたちを見守る体制づくりを進めることができた。ま

た、小中学校の下校時刻に合わせて、市職員及び地域住民により、学校安全パトロールカーの運行を行う

とともに、防犯ブザーを貸与することによって、不審者による声掛け事案が減少するなど、その効果が表れ

ている。 

登下校時だけでなく、校内における事件、事故、災害から児童生徒を守るため、学校は安全の確保に努め

るとともに、様々な場面を想定し、児童生徒に危機対応能力の基礎を培うことが求められている。例えば、

危険に遭遇したときに避難できる家庭や商店に「子ども１１０番の家」の場所を覚えるために、「子ども１

１０番の家」をスタンプラリーで確認したり、登下校時に「子ども１１０番の家」の方々とあいさつをす

るなどして、いつでも助けを求められる環境づくりを行っている学校も増えつつあり、こうした実践を全

市的に広めていきたい。 

平成２３年度末には、上尾市学校安全マニュアル（防災編）を改訂するなど、防災教育の推進を図るとと

もに、これまで、各校独自で実施してきた避難訓練について、東日本大震災の教訓を踏まえて、平成２４

年度からは、全校一斉に緊急地震速報を利用した避難訓練と市教育委員会の情報収集訓練を同時に実施し、

その結果、課題を見い出し、今後の防災対策に反映させていく。 

さらには、学校における危機管理体制をしっかりと確立させる必要があり、教職員の危機管理能力の向上

を図っていきたい。 

万が一の学校管理下における事故等については、日本スポーツ振興センターの災害給付制度により医療費

の補助金を支給し、保護者の負担軽減を図っている。 

通学路の交通安全対策については、各学校からの危険箇所に関する要望を直接把握し、通学路の安全を期

すため、関係各課と協力し、児童生徒の安全に努めていく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

学校安全パトロールカーパトロール回数 

（各車１月あたり） 
１６.３ 回 ２０ 回 

登下校時の事故件数 １５ 件 
０ 件 

不審者事案等の件数 ２７ 件 
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経
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者
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意
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

39  [ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策６ 就学支援の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 

施 策 施策６ 就学支援の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

８ 日本語指導職員派遣事業 
２,２２４ 

千円 Ａ 
派遣指導員数 １０人 １２人 ９人 

指導員派遣率 １００％ １００％ １００％ 

47 入学準備金・奨学金貸付事業 
５,９８０ 

千円 
Ａ 

貸付件数 １７件 １６件 １１件 

貸付決定割合 ８５.０％ ６９.５％ ６４.７％ 

高校進学率 ９７.３％ ９８.６％ ９８.１％ 

48 小中学校就学援助費補助事業 
４６,１３１ 

千円 

Ｂ 

就学援助申請人数 １,５３４人 １,５６８人 １,５８９人 

就学援助認定割合 ９４.１％ ９６.２％ ９５.７％ 

51 準要保護児童生徒給食費援助事業 
６４,９１０ 

千円 

就学援助申請割合 ７.９％ ８.１％ ８.３％ 

小・中学校就学率 １００％ １００％ １００％ 

49 
小中学校特別支援教育 

就学奨励事業 
５,３６１ 

千円 
Ｂ 

特別支援学級

在籍者の割合 

小学校 ０.９４％ ０.９５％ ０.８３％ 

中学校 １.０２％ １.０３％ １.１８％ 

奨励費申請書

の配布・回収 

小学校 ９７％ ９８％ １００％ 

中学校 ９３％ ９２％ ９７％ 

奨励費受給者

の割合 

小学校 ９５％ ９２％ ９４％ 

中学校 ９１％ ８９％ ８６％ 

50 要保護児童生徒医療費援助事業 
２２５ 

千円 
Ｂ 

医療券交付人数 ６４２人 ６３６人 ５２人 

医療券使用人数 ２２３人 １９９人 １５人 

医療券使用人数割合 ３４.８％ ３１.３％ ２９.０％ 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅲ 安心・安全で質の高い学校教育の推進 / 施策６ 就学支援の充実 ]  40 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

高校進学率 ９７.３ ％ ９８.６ ％ ９８.１ ％ 高校進学者／市内中学校卒業予定者 

◎教育委員会の施策評価 

教育の機会の均衡のため、主に経済的な側面から、小、学校・中学校・高校・大学までの一貫した支

援を行った。異なる家庭環境でも安心して同じように教育を受けられるよう関係機関と連携し、就学

支援の充実に努める必要がある。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

高校進学率 ９８.１ ％ ９８.５ ％ ９９.０ ％ 
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基本目標Ⅳ 

学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

施策２ 家庭教育の充実 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 / 施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 ]  42 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

施 策 施策１ 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

38 
元気な学校をつくる地域連携 
推進事業 

２２０ 
千円 Ａ 

学校応援団員数 ７,６７８人 ９,７９５人 １０,４３４人 

学校支援活動日件数 ６,１６６件 ８,４３５件 ９,０２９件 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

学校応援団員数 ７,６７８ 人 ９,７９５ 人 １０,４３４ 人  

学校支援活動件数 ６,１６６ 件 ８,４３５ 件 ９,０２９ 件  

◎教育委員会の施策評価 

学校・家庭・地域が一体となった教育を推進するためには、地域の教育力を学校に取り込むとともに、

地域の拠点としての学校が積極的に家庭や地域に働きかけ、学校、家族、地域との絆を深めていくこ

とが重要である。 

本市においては、市内のすべての小・中学校において組織されている学校応援団の学習支援、環境整

備、安心安全に係る活動により各学校の教育活動の充実が図られている。学校応援団の活動は様々で

あるが、例えば、長期休業中には学校図書館や公民館等を会場に、いわゆる寺子屋が開かれ、学校応

援団の皆さんが指導に当たり、ときには中学生が小学生の学習を手助けするため参加している地域も

あり、地域ぐるみでの教育活動を行うことができた。教育委員会としては、これまで地域に開かれた

学校のあり方や学校応援団事業を広めるに当たり、このような事例を校長会や学校評議員の研修会な

どで紹介するなど、今後とも地域と一体となった取り組みを積極的に支援するとともに、安心・安全

面だけでなく、学級支援や学習支援の面での学校応援団の活動を充実させていきたい。 

また、市教育委員会では、教育に対する関心と理解を一層深めるとともに、学校・家庭・地域の連携

による教育の充実のため、１１月を「上尾市教育月間」として位置付けている。各学校では、この教

育月間に合わせて、音楽会、敬老参観など、各校が特色ある学校公開を行い、地域との交流を図った。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

学校支援活動件数 ９,０２９ 件 １０,０００ 件 １０,０００ 件 
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

43  [ 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 / 施策２ 家庭教育の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅳ 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 

施 策 施策２ 家庭教育の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

52 家庭教育推進事業 
４５０ 

千円 Ａ 

家庭教育講演会開催数 １ 回 １ 回 １ 回 

家庭教育に関する講座等
委託団体数 

６ 団体 ６ 団体 ４ 団体 

家庭教育に関する講座・ 

講演会参加者数 
１,４０５人 １,５４０人 １,４２６人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

家庭教育に関する講座・講演会参加者数 １,４０５ 人 １,５４０ 人 １,４２６ 人  

◎教育委員会の施策評価 

家庭は、子どもたちの健やかな育ちの基盤であり、すべての教育の出発点であるが、核家族化や地域

とのつながりの希薄化や、親が身近な人から子育てを学んだり助け合う機会の減少など、子育てや家

庭教育を支える地域環境が大きく変化している時代において、育児への不安が増大するなど、家庭の

教育力の向上が課題となっている。このため、これから親になる世代や子育て中の親に対して、親と

しての力を高めることなど家庭教育に関する学習を支援していかなければならない。家庭教育を支援

するため、幼稚園保護者会に委託している家庭教育に関する講座や、市ＰＴＡ連合会との共催で毎年

１回外部講師を招いて実施している家庭教育講演会を行い、家庭教育に関する学習の機会を提供して

きた。 

さらには、家庭教育に関する知識だけでなく、実際に子どもたちを指導する親の教育力の向上を図る

ため、市教育委員会が実施する事業のみならず、埼玉県が実施する「家庭教育アドバイザー」等の制

度を各校ＰＴＡ組織等が活用する等、家庭教育を支援していかなければならない。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

家庭教育に関する講座・講演会参加者数 １,４２６ 人 １,５００ 人 １,５５０ 人 
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基本目標Ⅴ 

生涯にわたる豊かな学びのサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 生涯学習体制の充実 

施策２ 生涯学習施設の整備 

施策３ 生涯学習機会の提供 

施策４ 人権教育の推進 

施策５ 図書館運営の充実 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

45  [ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策１ 生涯学習体制の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策１ 生涯学習体制の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

53 生涯学習指導者活動推進事業 
４４４ 

千円 Ｂ 
市民講座実施講座数 ３６講座 ２９講座 ８講座 

市民講座参加者数 ４４９人 ３５９人 ４６４人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

市民講座実施講座数 ３６ 講座 ２９ 講座 ２８ 講座  

市民講座参加者数 ４４９ 人 ３５９ 人 ４６４ 人  

◎教育委員会の施策評価 

生涯学習体制については、第３次上尾市生涯学習振興基本計画の効果的な推進を図りながら、市民の

多様な需要に適切に対応するために必要な学習の機会の提供を行わなければならない。また、市民が

実際に生涯学習を行う際にふさわしい指導者との出会いや学ぶ仲間づくりが重要である。指導者の紹

介や新たな育成については、まなびすと指導者バンクのＰＲやレベルアップを図る必要がある。また、

生涯学習を学ぶ仲間づくりについては、生涯学習サークル・グループ情報を定期的に最新の情報に更

新するなど、市民が仲間づくりをしやすい環境づくりを続けていく必要がある。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

市民講座実施講座数 ２８ 講座 ３５ 講座 ４０ 講座 

市民講座参加者数 ４６４ 人 ５００ 人 ５５０ 人 
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策２ 生涯学習施設の整備 ]  46 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策２ 生涯学習施設の整備 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

54 学校施設開放（生涯学習）事業 
２,２４８ 

千円 Ａ 

利用団体登録 ３２団体 ３３団体 ４２団体 

利用件数 ３７３件 ３４４件 ３８１件 

利用者数（延べ人数） ３,８１９人 ３,６０８人 ３,９０５人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

学校施設開放事業利用者数（延べ人数） ３,８１９ 人 ３,６０８ 人 ３,９０５ 人  

◎教育委員会の施策評価 

これまで、市内６公民館及び学校施設開放事業(平方東小学校・芝川小学校)を中心に生涯学習施設を

整備し、利用者の生涯学習意欲にこたえる施設の整備を行ってきている。これに加え、２３年度には

富士見小学校の校舎建替えに合わせ、学校施設開放事業を新たに行うための備品購入等を行い、２４

年度から富士見小学校で学校施設開放事業を開始できる体制を整えることができ、生涯学習の新たな

拠点施設としての活用が期待される。また、６公民館についても建築から年数が経過しているが、今

後も必要な改修を進め、時代の変化に対応した施設の整備を進めていきたいと考えている。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

学校施設開放事業利用者数（延べ人数） ３,９０５ 人 ４,２００ 人 ４,３００ 人 
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

47  [ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策３ 生涯学習機会の提供 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策３ 生涯学習機会の提供 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

53 
生涯学習指導者活動 
推進事業 

４４４ 
千円 Ｂ 

市民講座実施講座数 ３６講座 ２９講座 ２８講座 

市民講座参加者数 ４４９人 ３５９人 ４６４人 

55 成人式事業 
２,３７０ 

千円 Ａ 

成人式対象者 ２,１２２人 ２,１７８人 ２,１４４人 

成人式参加者 １,５４１人 １,６１８人 １,５９３人 

参加率 ７２.６２％ ７４.２９％ ７４.３０％ 

56 公民館講座事業 
２,９３７ 

千円 Ａ 
実施講座数 １４６講座 １４２講座 １４０講座 

講座参加者数（延べ人数） ２２,２２６人 ２１,３３１人 １７,５０３人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

公民館講座参加者数(延べ人数) ２２,２２６ 人 ２１,３３１ 人 １７,５０３ 人  

◎教育委員会の施策評価 

生涯学習機会の提供については、公民館事業のほか、地域の大学を活用した事業、まなびすと指導者

バンク活動推進会議が学校開放施設を利用して行う市民講座、市職員が行う「あげお市政出前講座」

などを行っている。また、市民が学んだ成果を生かすための生涯学習推進事業も進めている。今後、

社会の高齢化等の変化により、市民ニーズの多様化が見込まれるため、それに柔軟に対応できる施策

対応が要求される。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

公民館講座参加者数(延べ人数) １７,５０３ 人 ２２,０００ 人 ２２,５００ 人 

 

学
識
経
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者
の
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見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策４ 人権教育の推進 ]  48 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策４ 人権教育の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

57 
人権教育推進事業 
（生涯学習課所管分） 

９８５ 
千円 Ａ 

児童生徒数 １９,７７１人 １８,９４７人 １９,１１０人 

作品応募点数 １８,９８１点 １９,４００点 １８,７０５点 

人権標語作品応募率 ９６.０％ １０２.４％ ９７.９％ 

人権教育集会所 
利用者数 

― ２４,５６８人 ２６,８６９人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

人権教育集会所利用者数 ― ２４,５６８ 人 ２６,８６９ 人  

◎教育委員会の施策評価 

現在も、さまざまな人権問題が生じている中で、人権教育・啓発の推進については、人権教育推進協

議会を設置し、積極的に推進を図っている。さらに、子どもの頃から「人権感覚」をはぐくむことを

目的に、全小・中学校生を対象にした人権標語コンクールを実施するなど、人権意識の高揚を図って

いる。また、人権教育・啓発を推進していく拠点施設として人権教育集会所の活用を図り、人権研修

会等を積極的に実施している。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

人権教育集会所利用者数 ２６,８６９ 人 ２７,２００ 人 ２７,５００ 人 

 

学
識
経
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者
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意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

49  [ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策５ 図書館運営の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 

施 策 施策５ 図書館運営の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

22 図書館資料整備事業 
３７,４１０ 

千円 Ａ 

蔵書数（全９館） ５６６,１７２点 ５７４,７３３点 ５８０,５３７点 

蔵書密度（市民一人当たり） ２.４９点 ２.５３点 ２.５６点 

図書館利用者数（全９館） ３９０,１２９人 ３８４,７９３人 ３８５,５３９人 

総貸出点数（全９館） １,４７５,０５１点 １,４４０,０７９点 １,４１８,１６３点 

貸出密度（市民一人当たり） ６.５０点 ６.３４点 ６.２４点 

58 ブックスタート事業 
３,０２４ 

千円 Ａ 

実施回数 ２４回 ２４回 ２４回 

絵本配布率 ９５.０％ ９５.５％ ９８.２％ 

０歳～６歳 図書館利用者数 １,１５２人 １,３８３人 １,６９８人 

児童書・紙芝居 

貸出点数 

児童書 １５７,７１９点 １５２,１８０点 １５３,６５４点 

紙芝居 ４,０５９点 ３,７５５点 ３,５７３点 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

図書館利用者数（全９館） ３９０,１２９ 人 ３８４,７９３ 人 ３８５,５３９ 人  

貸出密度 
（市民一人当たりの貸出点数） 

６.５０ 点 ６.３４ 点 ６.２４ 点  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート / 施策５ 図書館運営の充実 ]  50 

◎教育委員会の施策評価 

図書館資料の整備・充実については、高度化・多様化する市民のニ－ズに応えるために社会情勢や蔵

書バランス等を考慮し、迅速な資料提供ができるように努めた。県内の図書館の中でも蔵書数は、上

位であり効率的に事業が実施されているので、引き続き蔵書冊数の拡大及び蔵書内容の充実を図ると

ともに、高齢者から次世代を担う子どもたちまで幅広い世代がサ－ビス提供できるように対応してい

く。平成２３年度、秋には、本に親しみを感じてもらうために「図書館まつり～こどもの未来に 図

書館からの贈り物～」を開催した。市民から「わたしの一冊」を募り紹介するなど、工夫を凝らし事

業を行うことができた。 

また、子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなも

のにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものである。ブックスタ

ート事業は、赤ちゃんが絵本に触れるきっかけを作るとともに、家庭での読み聞かせにより、保護者

と赤ちゃんが絵本を介してゆっくり心ふれあうひとときを作り、情緒豊かな子どもの成長につなが

る。また、絵本の配布後の読書支援活動等の事業も行い、育児支援に大きく貢献している。 

また、学校教育との関連に関し、子どもたちの豊かな心をはぐくむ観点から、学校図書館との連携の

強化を図り、平成２４年度には、子どもの読書活動支援センターを開設する。子どもの読書活動支援

センターは、子どもたちが本を読む楽しさを知り、生涯にわたる読書習慣を身に付けられるようにと

の願いを込め、さまざまな事業を進めていく。事業内容としては、家庭や学校への読書活動支援、子

どもの読書普及活動を行うボランティアの支援育成、また、子ども向けの読書に関するイベントなど

を予定している。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

図書館利用者数（全９館） ３８５,５３９ 人 ３８６,２６８ 人 ３９０,８１３ 人 

図書蔵書点数 ５８０,５３７ 点 ５８６,５３７ 点 ５９３,０３７ 点 
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基本目標Ⅵ 

文化芸術の創造と文化財の保護 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ 文化芸術活動の推進 

施策２ 文化財の保護 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 / 施策１ 文化芸術活動の推進 ]  52 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策１ 文化芸術活動の推進 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

59 文化芸術振興事業 
２,１３５ 

千円 Ａ 
文化団体連合会加盟団体数 １３団体 １４団体 １２団体 

文化芸術祭参加者数 ３,０００人 ３,０００人 ３,０００人 

60 美術展覧会事業 
１,３３２ 

千円 Ａ 
作品出品点数 ５１３点 ５０６点 ５０３点 

入場者数 ２,７９１人 ２,８９１人 ２,５７１人 

61 市民音楽祭事業 
５４０ 

千円 Ａ 
参加団体数 ５５団体 ４８団体 ４９団体 

入場者数 １,１６２人 １,２６３人 １,２５１人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

市民ギャラリー利用率 １００ ％ １００ ％ ９６ ％  

◎教育委員会の施策評価 

心豊かに暮らせるための街を実現するためには、広く市民が文化・芸術に関心を持ち、文化・芸術団

体の活動が活発に展開されていることが必要である。 

身近で多様な芸術活動に市民が触れることができ、文化芸術活動への参加が容易にできるために人

材、場所、機会への支援が文化活動の発展を促すことにつながる。そのため文化芸術団体への支援、

市美術展や音楽祭の開催、市民ギャラリー等の運営を行っており、更なる充実に取り組んでいる。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

市民ギャラリー利用率 ９６ ％ １００ ％ １００ ％ 

 

学
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経
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〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

53  [ 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 / 施策１ 文化芸術活動の推進 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 

施 策 施策２ 文化財の保護 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

62 文化財調査・保存事業 
２,００３ 

千円 Ａ 

未指定・未登録の文化財調

査件数 
９件 ５件 ９件 

文化財修理補助金 
交付金額 

７５,０００円 ４１４,０００円 ２０８,１００円 

市指定・登録文化財の数 １１４件 １１３件 １１７件 

指定・登録文化財の修理件
数 

１件 ３件 ４件 

63 埋蔵文化財調査事業 
３,７６２ 

千円 Ａ 
試掘調査 ７４件 ５０件 ４８件 

国庫補助対象の発掘 ２件 １件 ０件 

64 文化財保護啓発事業 
２３ 
千円 Ａ 

文化財保護啓発事業 

延べ日数 
８日 ８日 １５日 

文化財保護事業参加 

延べ人数 
２６３人 ２４２人 ９７７人 

65 
66 

歴史資料調査事業 
古文書整理事業 

 
３,８１５ 

１４,４５９ 
千円 

Ａ 

旧役場文書目録の発行 

※括弧書きは掲載点数 

１文書 

（４,７０４） 
１文書 

（６,８２０） 
１文書 

（５,７７６） 

旧大谷農協文書 

マイクロ化 

撮影コマ数 ２０,６２４コマ ７０,３７８コマ １２１,１９６コマ 

進捗率 ３３.１％ ４６.３％ ６４.６％ 

古文書のデジタル化 ０文書 ４文書 ３文書 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

指定登録文化財の数 １１４ 件 １１３ 件 １１７ 件  

指定登録文化財の修理件数 １ 件 ３ 件 ４ 件  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅵ 文化芸術の創造と文化財の保護 / 施策１ 文化芸術活動の推進 ]  54 

◎教育委員会の施策評価 

上尾市の文化や歴史を後世に残すために、文化財の調査・指定、保存・修理を行う。 

文化財を活用した講座・展示会を開催し、市民に対して文化財の保存継承や意識啓発を続け、広く上

尾市の文化や歴史への理解を深める事業として継続的に進めていく必要がある。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

指定登録文化財の数 １１７ 件 １１９ 件 １２１ 件 

指定登録文化財の修理件数 ４ 件 ４ 件 ４ 件 
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基本目標Ⅶ 

健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
施策１ スポーツ振興計画の策定 

施策２ スポーツ施設の整備・充実 

施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 

施策４ スポーツ指導者の育成 

施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策１ スポーツ振興計画の策定 ]  56 
 

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策１ スポーツ振興計画の策定 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

スポーツ推進計画策定進捗状況 ― 計画策定方針検討会議の設置・検討 
スポーツ推進審議会
に諮問 

◎教育委員会の施策評価 

国においては、国民生活における多面にわたるスポーツの果たす役割の重要性に鑑み、スポーツ立国

の実現を目指し、スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成２３年６月に「ス

ポーツ基本法」を制定し、平成２４年３月３０日にスポーツ基本計画を策定した。 

本市では、昭和５１年５月２日に、市民一人一人がスポーツに親しみ、スポーツを通じて心と体をた

くましく鍛え、市民相互の交流と連帯感を育くみ、創造的で人間性あふれる上尾市を築くため、上尾

市スポーツ都市宣言を行った。この宣言以降、スポーツ宣言都市にふさわしい、スポーツ施設の整備

や拡充などを進めつつ、上尾シティマラソンや市民体育祭などのスポーツイベントや各種スポーツ教

室などを開催し、上尾市スポーツ都市宣言を実りあるものとする施策に取り組んできたが、これまで

取り組んできた施策を、生涯にわたるスポーツ・レクリエーション活動を支える施策として取り組む

ためには、より体系的・計画的に推進する必要がある。 

こうした背景を踏まえ、本市におけるスポーツ推進計画を平成２４年度中に策定するため、平成２３

年度中は、職員による策定方針検討会議を設置し、素案の作成を行った。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

スポーツ推進計画策定進捗状況 スポーツ推進審議会に諮問 計画の策定  

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

57  [ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策２ スポーツ施設の整備・充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策２ スポーツ施設の整備・充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

67 
学校施設開放（スポーツ
振興）事業 

２,８８４ 
千円 Ａ 

学校開放登録団体数 ５６７団体 ５６８団体 ５５２団体 

学校開放施設利用者数 ４５０,０００人 ４２６,０００人 ３２３,０００人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

学校開放施設利用者数 ４５０,０００ 人 ４２６,０００ 人 ３２３,０００ 人 学校開放例月利用報告書 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策２ スポーツ施設の整備・充実 ]  58 
 

◎教育委員会の施策評価 

本市の屋内施設スポーツの拠点として、市民体育館があるが、平成２３年３月１１日の東日本大震災

によりアリーナを含め被害を受けた。現在市民体育館のメインアリーナは使用中止の状況にあるが、

平成２４年度中に大規模改造（耐震補強）工事を行い、平成２５年度のリニューアルオープンを目指

している。その際には、施設の効率的な管理運営を図るため、指定管理者制度を活用し、市民サービ

スの向上と管理の充実に努めていく。また、２２万７千人の都市としてふさわしい、第二市民体育館

の建設について、スポーツ推進審議会に意見を図りながら検討を進めていく。 

屋外のスポーツ施設としては、平塚サッカー場、平方スポーツ広場、平方野球場があるが、多様な市

民ニーズに応えられるよう施設整備を進めていく。 

また、身近な地域スポーツ活動の拠点として、学校教育に支障がない範囲で、市立学校の体育館、グ

ラウンドを市民に開放している。 

施設の予約については、「公共施設案内・予約システム」を導入したことにより、インターネットや

タッチパネル等を通じて利用者が簡単に申し込むことができるようになっている。引き続き、施設の

効率的な活用方策を検討していきたい。 

さらには、各施設への交通アクセスについては、利便性の向上に努めると同時に、自転車を利用する

人を増やす方策（サイクルタウンあげお）を進め、環境にも配慮していきたい。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

学校開放施設利用者数 ３２３,０００ 人 ４００,０００ 人 ４１０,０００ 人 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

59  [ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

68 スポーツ大会等開催事業 
２３,１９１ 

千円 Ａ 

開催事業日数 ４日 ４日 ３日 

上尾シティマラソン 

参加申込者数 
８,９５１人 ９,６４１人 ８,８０５人 

69 
スポーツ教室・講演会開催
事業 

４０６ 
千円 Ａ 

開催事業日数 ２２日 ２１日 １７日 

参加者数 ５５５人 ５２０人 ５６１人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

上尾シティマラソン参加申込者数 ８,９５１ 人 ９,６４１ 人 ８,８０５ 人  

教室・講演会参加者数 ５５５ 人 ５２０ 人 ５６１ 人 延べ参加者数 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策３ スポーツ・レクリエーション事業の充実 ]  60 
 

◎教育委員会の施策評価 

２４回目を迎えた上尾シティマラソン大会も本市の一大イベントとして定着し、平成２３年度も中学

生をはじめとする多くのボランティアによって支えられ開催することができた。その他の各種スポー

ツ大会も、市民のスポーツ活動として定着している。今後は、さらにスポーツ大会参加の機会を提供

していくために市民意識を的確に把握し、種目や内容などの充実を図っていきたい。 

現在、いきいき推進事業を上尾市体育協会が自主事業として実施しているが、今後は、各競技団体で

自主事業の実施支援を行うとともに、地域の集会施設を利用した地域スポーツ教室の充実を図るな

ど、より多くの参加が得られるよう対象の見直しや創意工夫を行い、各種スポーツ・レクリエーショ

ン教室を充実させていく。 

また、近年、子どもの体力の低下が懸念されているが、小さな子どもたちも就学前から楽しく元気に

身体を動かす必要があることから、保育園・幼稚園等と協力し、運動や遊びを保護者や地域の住民と

一緒に行える活動を進めるとともに、身体の発達段階にある青少年に対しても、スポーツを通して身

体的・精神的に成長する機会を提供し、規範性、協調性、創造性等社会生活に適応するための基本的

要素を身に付けられるよう、関係機関との連携をすすめながら、地域と一体的な取り組みを推進して

いきたい。そして、高齢化社会においても、生涯にわたり健康で、明るく、いきいきした生活を送る

ため、壮年層や高齢者を対象としたスポーツ事業を積極的に推進していきたい。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

上尾シティマラソン参加者数 ８,８０５ 人 ９,０００ 人 １０,０００ 人 

教室・講演会参加者数 ５６１ 人 ５６０ 人 ５６０ 人 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

61  [ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策４ スポーツ指導者の育成 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策４ スポーツ指導者の育成 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

69 
スポーツ教室・講演会開催
事業 

４０６ 
千円 Ａ 

開催事業日数 ２２日 ２１日 １７日 

参加者数 ５５５人 ５２０人 ５６１人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

教室・講演会開催日数 ２２ 日 ２１ 日 １７ 日  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策４ スポーツ指導者の育成 ]  62 

◎教育委員会の施策評価 

スポーツ選手の育成に不可欠な質の高い指導者の養成を図るため、スポーツ団体、学校、関係団体等

と連携強化を図り、機能するシステムを構築していかなければならない。 

平成２３年度は、スポーツ基本法に基づき、４４名のスポーツ推進委員を委嘱した。日頃、市民に対

しスポーツの指導・普及を行うとともに、スポーツの推進を図るため学校、公民館等で様々なスポー

ツ事業について、スポーツ推進委員をはじめ、地域、各体育団体等と協力し、本市のスポーツ推進を

図ることができた。 

今後は、さまざまな分野の指導者情報を収集・提供するとともに、指導に関する情報交換を行うなど、

指導者の活動支援を活用するともに、各種スポーツ指導者研修を実施していく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

教室・講演会開催日数 １７ 日 ２０ 日 ２５ 日 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 

 



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

63  [ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 ]   

 
上尾市教育振興基本計画の体系 

基本目標 
基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション

活動の推進 

施 策 施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 

●主要事業の評価結果（各事業の評価結果詳細については、事務事業評価シートを参照） 

事業名 
平成２３年度 
決算額 （千円） 

事業 
評価 

評 価 指 標 

評 価 指 標 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

68 スポーツ大会等開催事業 
２３,１９１ 

千円 Ａ 

開催事業日数 ４日 ４日 ３日 

上尾シティマラソン 

参加申込者数 
８,９５１人 ９,６４１人 ８,８０５人 

◎施策の成果指標 
指標名 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 指標の説明 

体育協会加盟団体人数 １９,９３８ 人 １９，２２９ 人 ２０，１２０ 人  



〔 教育委員会の事務に関する点検評価結果（施策評価） 〕 

[ 基本目標Ⅶ 健康で活力に満ちたスポーツ・レクリエーション活動の推進 / 施策５ スポーツ・レクリエーション活動の支援 ]  64 

◎教育委員会の施策評価 

市民の主体的なスポーツ活動が活発に展開されるためには、各スポーツ団体による主体的で積極的な

スポーツ活動支援が期待される。今後もスポーツ推進を図る上での重要なパートナーとして、スポー

ツ団体の活動・運営を一層支援していく。 

スポーツは、人々の健康増進や医療費抑制の観点からも、その効果が期待されている。 

本市では、市民の健康・体力の維持・増進のために独自で創作したアッピー元気体操（転倒予防を目

的とした筋力トレーニング、柔軟性・バランス能力の向上を目指した体操）があるが、今後、「超高

齢社会」を迎えるにあたり、誰もが健康で自立して暮らせるよう、福祉部門を中心に関係各課とも連

携しながら、市民の健康づくりを進めていく。また、自治会館や集会施設を利用し、より身近なとこ

ろでの健康体操事業を拡充していく。 

◎次年度以降の目標設定 
目 標 指 標 平成２３年度実績 平成２４年度目標 平成２５年度目標 

体育協会加盟団体人数 ２０,１２０ 人 ２０,２００ 人 ２０,３００ 人 

 

学
識
経
験
者
の
意
見 
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